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第 1 草 : タイ ビジ ネス の 基礎 知識 


es ダイ の ビジ ネス 文化 と は ? 
s ダイ の 法律 や 規制 に つい て 知 ろ う 
e タイ の 市 場 調査 と マー ケティング の 手法 


第 2 草 : タイ で の ビジ ネス 交渉 の 秘訣 

es ダイ 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 方 法 

s ビジ ネス 交 法 で 成功 する た め の タ イ 式 交 法 術 

s ダイ の ビジ ネス マナ ー と 社交 辞 念 

第 3 草 : タイ で の ビジ ネス 展開 の た め の 戦 略 


* タイ で の 事業 展開 に お ける 成功 の 鍵 
es タイ の ビジ ネス パー トナ ー の 選び 方 
e ダイ の ビジ ネス 環境 に お ける リス クマ ネジ メン ト 


第 4 章 : タイ で の ビジ ネス 成功 事例 

s ダイ で の 事業 展開 に お ける 成功 の 鍵 

es タイ の ビジ ネス パー トナ ー の 選び 方 

ゃ ダイ の ビジ ネス 環境 に お ける リス クマ ネジ メン ト 
第 5 革 : タイ で 働く 人 材 の マネ ジメント 


es タイ の 労働 法 に つい て 知 ろ う 
e ダイ 人 と の 人 事 管 理 に お ける ボイン ト 
s。 ダイ の ビジ ネス に お ける リー ダー シッ プ と チー ム マ ネジ メン ト の 秘訣 


* ダイ と 日 本 の ビジ ネス 関係 の 未来 展 過 
* ダイ と 日 本 の ビジ ネス 関係 の 今後 の 展 


1. タ イ の ビジ ネス 文化 


タイ 人 は 礼儀 正しく 、 ビ ジネス に お いて 
も 相手 に 敬意 を 払い な が ら 接 する こと が 
重要 で す 。 また 、 信 頼 関係 を 築く こと が 
大 切 で あり 、 ビ ジネス の 前 に は 親交 を 深 
め る 時 間 を 設け る こと が 多い で す 。 


2. 法 人 設立 


タイ で の 法人 設立 は 、 会 社 登 記 局 に 登録 
する こと が 必要 で す 。 会 社 の 種類 に よっ 
て は 、 外 国人 の 出資 比率 に 制限 が ある 場 
合 が あり ます 。 


3. ビ ザ と 労働 許可 


外国 人 が タイ で ビジ ネス を 行う 場合 、 適 
切な ビザ と 労働 許可 が 必要 で す 。 ま た 、 
外国 人 雇用 に は 上 厳し い 制 限 が あり ます 。 


4. 税 金 


タイ の 法人 は 、 法 人 所 得 税 や 消費 税 な ど 
の 税金 を 支払 う 必 要 が あり ます 。 税金 の 
支払 い に は 、 専 門 の 会 計 士 や 税理士 の 助 
け を 借り る こと が 望ま し いで す 。 


第 1 草 
タイ ビジ ネス の 基礎 知識 


タイ は 東南 アジ ア の 中 で も 経済 成長 が 著しく 、 

多く の 外国 企業 が 進出 し て いる 国 で す 。 以下 
に 、 タ イ ビ ジ ネス の 基礎 知識 を いく つか 説明 し 
9 


5. コ ミュ ニケ ーション 


タイ 語 が ビジ ネス で 必要 に な る こと が 多 
いた め 、 ビ ジネス に 携わる 場合 は 、 タ イ 
時 SN 雪 (G /) 引 83 | の UIG PU 5 7 に と 
語 も 広く 話さ れ て いま す 。 


以上 が 、 タ イ ビ ジ ネス の 基礎 知識 の 一 部 
で す 。 ビ ジネス を 行う 前 に は 、 現 地 の 法 
律 や 規制 を よく 理解 し 、 専 門 家 の 助け を 
借り る こと が 望ま し いで す 


信頼 関係 


ダイ の ビジ ネス 文化 は 、 敬 意 や 親密 
さ 、 信 頼 関係 の 構築 に 基づい て いま 
す 。 ビ ジネス に お いて は 、 相 手 を 尊重 
し 、 敬 意 を 払う こと が 重要 で す 。 ま 
た 、 ビ ジネス の 前 に は 親交 を 深め る 時 
間 を 設け る こと が 多い で す 。 ビ ジネス 
の 場 で の 礼儀 作法 や マナ ー に つい て 
も 、 遵 守 す る こと が 求め られ ます 。 タ 
1 の EE ン イネ イス バー ドラ テ 寺 と の ② の 引 守 吾 三 
ケー ショ ン は 、 和 胡 接 会 うこ と や 電話 、 
メー ル 、 ラ イン な ど が 一 般 的 で す 。 ま 
た 、 ビ ジネス の 成功 に お いて は 、 ビ ンジ 
ネス パー トナ ー と の 信頼 関係 を 築く こ 
と が 丘 常 に 重要 で す 。 


その た め 、 ビ ジネス の 前 に 親交 を 深め 
る 時 間 を 設け 、 相 手 に 興味 を 持ち 、 共 
通 の 話題 を 見 つけ る こと が 重要 で す 。 
また 、 ビ ジネス の 交渉 や 取引 の 際 に 
は 、 和 青 接 的 な 表現 や 強い 口調 は 放 け 、 
優し く 丁 寧 な 表現 を 用 いる こと が 望ま 
れ ま す 。 ビ ジネス の 場 で の 服装 に つい 
て も 、 正 装 を 求め られ る こと が 多い た 
め 、 ス ー ツ や ビジ ネス カジ ュ ア ル が 適 
し て いま す 。 タイ 語 が 話せ る 場合 は 、 
タイ 語 で の コミ ュ ニ ケー ショ ン も 好 殺 
象 を 与え ます 。 ビ ジネス の 成功 に は 、 
相手 と の 信頼 関係 を 築く こと が 丘 常 に 
重要 で あり 、 こ の 点 を 念頭 に 界 き な が 
ら 、 丁 寧 か つ 礼 儀 正 し い ビ ジネス を 行 
うこ と が 求め られ ます 。 


タイ の ビジ ネス 文化 と は 2? 


双方 が 合意 で きる 解決 策 を 見 つけ る こ 
と が 重 妥 


さら に 、 タ ダイ の ビジ ネス 文化 で は 、 上 
司 と 部 下 、 年 配 者 と 若年 者 な ど 、 社 会 
的 地位 や 年 齢 に 基づく 上 下関 係 が 重視 
され ます 。 その た め 、 ビ ジネス の 場 で 
も 上 司 や 年 配 者 に 欲 意 を 払い 、 丁 祝 な 


表現 や 挨拶 を 行う こと が 望ま れ ま す 。 


また 、 ビ ジネス の 交渉 や 取引 に お いて 
は 、 交 渉 の プロ セス に 時 間 を か ける こ 
と が 多い た め 、 興 耐力 が 必要 で す 。 最 
終 的 に は 、 双 方 が 合意 で きる 解決 策 を 


見 つけ る こと が 車 要 で す 。 


以上 が 、 タ イ の ビジ ネス 文化 に 関す る 
一 般 的 な 情報 で す 。 し か し 、 個 々 の ビ 
ジネス パー トナ ー や 状況 に よっ て 異な 
る 場合 が あり ます の で 、 現 地 の ビ ジ ネ 
スパ ー ト ナー や 専門 家 と の コミ ュ ニ ケ 
ーション を 通じ て 、 よ り 詳 細 な 情報 を 


収集 する こと が 過 ま し いで す 。 
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法律 や 規制 を 違 守 する こと 。 


タイ で は 、 ビ ジネス に 関す る 
法律 や 規制 が 多数 存在 し ま 

す 。 ビ ジネス を 行う 際 に は 、 
これ ら の 法律 や 規制 を 遵守 す 
る こと が 必要 で す 。 


まず 、 タ イ の 法律 シス テム 
は 、 独 立 し た 三 権 分 立 が 基本 
と な っ て いま す 。 法律 の 制定 
と 解釈 は 国会 が 行い 、 司 法 権 
は 独立 し た 裁 鹿 所 に 委ね られ 
て いま す 。 タ イ の 法律 は 、 タ 
イ 圭 国電 法 、 民法 、 商 法 、 刑 
法 な どの 法律 で 構成 され て い 
ます 。 


また 、 タ イ に は 外国 企業 や 外 
国人 が ビジ ネス を 行う た め の 
法律 や 規制 が あり ます 。 外国 
企業 は 、 タ イ で ビジ ネス を 行 
うた め に は 、 法 人 登録 が 必要 
で す 。 また 、 外 国人 に は 労働 
許可 証 が 必要 で あり 、 法 的 手 
鑑 さ を 踏む 必要 が あり ます 。 


タイ の 法律 や 規制 
に つい て 知 ろ う 


情報 を 十分 に 理 冬 し 、 価 守 す る こと が 重要 


タイ の ビジ ネス に 関す る 規制 と し て 
は 、 税 金 、 労 働 法 、 競 争 法 、 軸 出入 規 
市 な ど が あり ます 。 ビ ジネス を 行う 際 
に は 、 こ れ ら の 規制 を 遵守 する こと が 
必要 で す 。 


また 、 知 的 財産 権 に 関す る 法律 や 規制 
も あり ます 。 著作 権 、 商 標 権 、 特 許 権 
な ど は 、 タ イ で も 保護 され て いま す 。 
ビジ ネス を 行う 際 に は 、 知 的 財産 権 に 
関す る 法律 や 規制 を 価 守 する こと か が 必 
要 で す 。 


さら に 、 タ イ の 法律 や 規制 は 頻 吐 に 変 
更 さ れる た め 、 最 新 情報 を 把握 する こ 
と が 重要 で す 。 ビ ジネス を 行う 際 に 
は 、 信 頼 で きる 法律 事務 所 や 専門 家 か 
ら ア ドバイ ス を 受け る こと が 望ま し い 
で す 。 


また 、 タ イ で は コー ボレー ト ガ バナ ン 
ス に 関す る 規制 も あり ます 。 公開 企業 
や 上 場 企業 は 、 タ イ 証 券 取引 所 
(SET) の 規制 に 従う 必要 が あり ま 
す 。 これ に は 、 内 部 統制 、 箕 明 性 、 開 
示 、 藍 査 な ど が 含ま れ ま す 。 

最後 に 、 タ イ に は 反 汚 職 法 も あり ま 
す 。 タイ の 政府 は 、 汚 職 を 強力 に 取り 
a よ つて お り 、 汚 職 に 関 己 し た 場合 は 
剖 金 や 刑事 前 を 受け る こと が あり ま 
す 。 ビ ジネス を 行う 際 に は 、 反 汚職 法 
に 違反 し な いよ うに 注意 する こと が 必 
要 で す 。 
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タイ の 市 場 調査 と マー 
ケティング の 手法 
タイ の 市 場 調査 と マー ケティング の 手 


法 に は 、 以 下 の よ うな も の が あり ま 
す 。 


1. イ ンタ ーネット を 活用 し た 市 場 調査 : 


ダイ は イン ター ネッ ト 普 及 率 が 高く 、 

オン ライ ン で 情報 を 収集 する 人 も 多い 
た め 、 イ ンタ ー ーー ネツ ト を 活用 し た 市 場 
調査 が 有効 で す 。 具体 的 に は 、 オ ン ラ 
イン アン ケー ト 調 査 や SNS 上 で の アン 


ケー ト 、Web サ イト の アク セス 解析 な 


ど が あり ます 。 


導 
ッッ 
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2. フ ィ ー ル ドリ サー チ : タイ の 市 場 を 
実際 に 訪れ 、 現 地 で 調査 を 行う こと 
で 、 よ り 正 確 な 情報 を 収集 する こと が 
で きま す 。 具体 的 に は 、 現 地 で の 店 舗 
調査 や イン タビ ュー 調査 、 観 察 調 査 な 
ど が あり ます 。 


コン オーバ リル や ライド ンズ LE 
タイ の 市 場 に お いて 、 消 費 者 の 意見 を 
収集 する た め に フォ ー カ スグ ルー プイ 
ンタ ビュ ー が 活用 され ます 。 これ は 、 
一 定 の 属性 を 持つ 消費 者 グル ー プ に 対 
と の 0 の 放 22 っ (デー 
ア や 意見 を 聞き 出す 方 法 で す 。 


4. デ ジタル マー ケティング : タイ の 市 
場 に お いて も 、 デ ジタル マー ケ テ ィ ン 
グ が 活用 され て いま す 。 具体 的 に は 、 
検索 エン ジン 広告 や SNS 広 告 、 メ ー ル 
マー ケ テ ィ ラ アク 夫 OB II 
の 若者 を 中 心 に 、 ス マー ト フ ォ ン を 利 
用 する 人 が 多い た め 、 ス マー ト フ ォ ン 
対応 の 広告 も 重要 で す 。 


5. マ ー ケ ティ ング リサ ー チ 会 社 の 利 
用 : 2 往 交 罰 幼 還 ノ ク テ ィング リサ ザ ー 
ナ 会 社 が 多数 存在 し て いま す 。 これ ら 

会 社 は 、 市 場 調査 や 消費 者 調査 を 専 
門 に 行い 、 情 報 収 集 か ら 分 析 ま で を 行 
is (“ く れ ま す 。 


5 の 門 昌 8 マ ダー ケ クティ イン グリ サー 
ナチ : タイ の 市 場 は 、 外 国 企業 に と っ て 
も 上 力 的 な 市 場 で す 。 グ ロー バル 企業 
に と っ て は 、 タ イ の 市 場 民 参 す る た 
め の 情 報 を 収集 する こと が 重要 で す 。 
グロ ー バ パル な マー ーー 人 mm ナ 
を 行う こと で 、 世 界 的 な トレ ンド や 市 
場 動向 を 把握 し 、 タイ の 市 場 に 合わ せ 
た マー ケティング 戦略 を 立て る こと が 
GS ます 


4 の キー ワー ド 分 析 : 2 
SN ド 分 析 を 行う こ 較 還 二 
タイ の 市 場 で よく 使わ れる キー ワー ド 
や フレ ー ズ を 調べ る こと で 、SEO 対 策 

や 広告 配信 に お いて 、 よ り 効 果 的 な 手 
法 を 見 つけ る こと が で 培 ま す 。 


8. ブ ラン ド 褒 知 度 調査 ・ ダイ の 市 場 に 
お いて 、 ブ ラン ド 認知 度 が 高 いか どう 
か は 重要 な 要素 で す 。 ブ ラン ド 誰 知 度 
調査 を 行う こと で 、 現 在 の ブラ ンド イ 
メー ジ や 、 市 場 に お ける 競合 他社 と の 
寺 別 化 の ボイン ト を 明確 に する こと が 
2 ざ ( サ 


9. コ ン テ ン ツマ ー ケ ティ ング : タイ の 
市 場 に お いて も 、 コ ン テ ン ツマ ー ケ テ 
ィング が 車 要 な 役割 を 果たし ます 。 タ 
イ 語 で の ブロ グ 記 事 や SNS 投 稿 、 動 画 
配信 な どの コン テン ツ を 作成 する こと 
で 、 消 費 者 と の 関係 性 を 深め 、 ブ ラン 
ドイ メー ジ を 高め る こと が で きま す 。 


10. ロ ー カ ライ ズ さ れ た マー ケ テ ィ ン 
グ : タイ の 市 場 に 参入 する に あたっ て 
は 、 ロ ー カ ライ ズ さ れ 関 康 還 
グ が 必要 で す 。 これ は 、 現 地 の 文 化 や 
習慣 に 合わ せ た マ ー ケ ティ ング 戦略 を 
mm の em と を 萬 味 し まま 還 還 0 
イ の 国王 や 王室 に 対す る リス ペク ト を 
示す た め に 、 広 告 や マー ケティング の 
中 で 特定 の 言葉 や イメ ー ジ を 使わ な い 
な どの 配慮 が 必要 で す 。 


以上 が 、 タ イ の 市 場 調査 と マー ケ テ ィ 
ング の 手法 の 一 部 で す 。 タイ の 市 場 を 
理解 する た め に は 、 現 地 の 文 化 や 風習 
を 理解 し 、 市 場 調査 や マー ケティング 
の 手法 を 適切 に 活用 する こと が 重要 で 
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まとめ : 


タイ の ビジ ネス に お いて は 、 ビ ジネス 
カル チャ ー や ビジ ネス マナ ー、 法律 や 
規制 な ど を 把握 する こと が 重要 で す 。 
タイ の ビジ ネス カル チャ ー は 、 相 手 と 
の 人 間 関 係 を 重視 し 、 信 頼 を 築く こと 
が 求め られ ます 。 ま た 、 法律 や 規制 に 
も 十分 な 理解 を 持つ 必要 が あり ます 。 
市 場 調査 や マー ケティング に お いて 

は 、 タ イ 人 の 文化 や 習慣 に 配慮 し た ア 
プロ ー チ が 求め の 戸 衝 We コム 
ーション に お いて は 、 タ イ 人 の 文化 や 
社交 辞令 に 気 を 配る こと が 必要 で す 。 
これ ら の 基礎 知識 を 映 に つけ 、 相 手 と 
の 信頼 関係 を 築き 、 成 功 す る た め に 必 
要 な スキ ル を 磨い て いく こと が 、 タ イ 
で の 回 少 ネ ス に お いて 重要 で す 


1. 相 手 と の 信頼 関 作 を 築く こと 


相手 と の 信頼 関係 を 築く こと : タイ 人 は 
人 間 関 係 を 重視 する た め 、 相 手 と の 信頼 
関係 を 築く こと が 車 要 で す 。 初め に 上 自己 
紹 ノ 「 を し て 、 課 虚 な 態度 で 接する こと が 
大 切 で す 。 ま た 、 タ イ 人 は 礼儀 正しく 、 
相手 を 尊 事 する こと が 求め られ ます 。 


2. 交 渉 の 前 に 十分 な 準備 を する こと 


交渉 の 前 に 十分 な 準備 を する こと : タイ 
人 は 時 間 に 余 裕 を も っ て 交 水 に 臨む こと 
が 好ま れ ま す 。 交 波 の 前 に は 、 相 手 の ビ 
ジネス スタ イル や 文化 、 要 求 や ニー ズ を 
理解 する こと が 重要 で す 。 ま た 、 交 波 の 
場 で 提示 する 提案 や 条件 に つい て は 、 事 
前 に 詳細 に 検討 し 、 最 低 限 の 妥協 点 を 持 
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3. 質 問 や フィ ー ド バッ ク を 活用 する こと 
タイ 人 は 和 在 接 的 な 言葉 違い を 嫌う 傾向 が 
あり ます 。 そ の た め 、 人 質問 や フィ ー ド バ 
ッ ク を 通じ て 、 相 手 の 意見 や 考え を 引き 
出す こと が 有効 で す 。 また 、 人 交渉 の 際 に 
は 、 相 手 の 意見 に 耳 を 傾け 、 紹 得 感 が 生 
まれ る よう に 対応 する こと も 大 切 で す 。 


第 2 草 
タイ で の ビジ ネス 交渉 の 秘訣 


タイ で の ビジ ネス 交渉 に お いて は 、 以 下 の よ う 
な 秘訣 が あり ます 


4. 文 化 的 な 配慮 を する こと 


タイ は 仏教 文化 が 根付 いて お り 、 相 手 を 
豊和 還 す る こと が 求め られ ます 。 例え ば 、 
ビジ ネス カー ド の 交換 の 際 に は 、 両 手 で 
カー ド を 持ち 、 相 手 に 向かっ て 頭 を 少し 
下げ る よう に する な ど 、 相 手 に 敬意 を 表 
する 配慮 が 必要 で す 。 


5. ビ ジネス マナ ー に 注意 する こと 


タイ で は 、 ビ ジネス マナ ー に 対す る 意識 
が 高く 、 正 し い マ ナー が 求め られ ます 。 
例え ば 、 ビ ジネス シー ン で は 、 ス ー ツ や 
ドレ ス が 適切 で す 。 また 、 交 渉 の 際 に 
は 、 相 手 に 対し て 丁寧 な 吉 葉 遣い を する 
こと が 必要 で す 。 


以上 が 、 タ イ で の ビジ ネス 交 涼 の 秘訣 で 
す 。 相手 と の 信頼 関係 を 築き 、 文 化 的 な 
配慮 や ビジ ネス マナ ー に 注意 し な が ら 、 
交渉 を 進め る こと が 重要 で す 。 


ノア 
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1. 謙 虚 で 丁寧 な 了 態 度 を 心がけ る こと : 
タイ 人 は 、 相 手 と の 信頼 関係 を 車 視 す る 
た め 、 謙 虚 で 丁寧 な 態度 が 求め られ ま 
す 。 初め に 上 自己 紹介 を し て 、 相 手 に 対し 
て 敬意 を 表す こと が 重要 で す 。 


2. 会 話 の 中 で フィ ー ド バッ ク を 与え る こと : 
タイ 人 は 、 和 正 接 的 な 言葉 牌 い を 嫌う 傾向 
が あり ます 。 そ の た め 、 会 話 の 中 で 相手 
の 話 に 対し て フィ ー ド バッ ク を 与え 、 相 
手 の 意 見 や 考え を 引き 出す こと が 有効 で 
す 。 


3. 商 問 を 活用 する こと : 


タイ 人 は 、 会 話 の 中 で 鋼 問 を 活用 する こ 
と が 多い で す 。 相手 の 意見 や 考え を 理解 
する た め に 、 積 極 的 に 質問 を し 、 相 手 の 
反応 を 見 る こと が 大 切 で す 。 


孔 タイ 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 


万 法 


タイ 人 と の コミ ュ ニ ケー シン シ 
ョ ン に お いて は 、 以 下 の 
よう な 方 法 が 有効 で す 。 


4. 身 体言 語 を 意識 する こと : 

タイ 人 は 、 映 体言 語 を よく 使い ます 。 会 
話 の 中 で 相手 の 視線 や ジェ スチ ャ ー に 注 
意 し 、 相 手 の 意思 や 感情 を 読み 取る こと 
が 有効 で す 。 


5. 文 化 的 な 配慮 を する こと : 


タイ は 、 仏 教文 化 が 根付 いて お り 、 相 手 
を 環 還 する こと が 求め られ ます 。 例え 
ば 、 会 話 の 中 で 相手 に 対し て 頭 を 下げ る 
な ど 、 相 手 に 敬意 を 表す る 配慮 が 必要 で 
す 。 


6. 英 語 を 話せ な い 場 合 に は タイ 語 で の 挨拶 
や 基本 的 な フレ ー ズ を 覚え る こと : 

タイ で は 、 瑞 語 が 話せ な い 人 も 多い た 
め 、 タ イ 語 で の 挨拶 や 基本 的 な フレ ー ズ 
を 覚え る こと が 有効 で す 。 タイ 語 で 挨拶 
を する こと で 、 相 手 に 好 印 象 を 三 え る こ 
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以上 が 、 タ ダイ 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 方 法 で す 。 相手 と の 信頼 関係 を 
築 さ な が ら 、 謙 虚 で 可 な 態度 や 質問 を 活用 し 、 文 化 的 な 配慮 を する こと 


が 車 要 で す 。 


ビジ ネス 交 法 で 成功 する 
た め の タ イ 式 交 潜 術 


ビジ ネス ズ 交 涼 で 成功 する た め の タ イ 式 交渉 術 に は 、 以 下 
の よう な ポイ ント が あり ます 。 


4. ウ ェ ル カム バッ ケー ジ を 提供 する : 


交渉 の 際 に は 、 相 手 に ウェ ルカ ム パ ッ ケ ー ジ 
を 提供 する こと が 一 般 的 で す 。 ウェル カム パ 
ッ ケ ー ジ に は 、 相 手 の 国 の 文化 や 風習 、 ビ ジ 
1. 相 手 と の 信頼 関 傘 を 築く : ネス に 関す る 情報 な ど が 含ま れ ます 。 相 手 に 
好 印 象 を 巳 え 、 交 渉 の 前 提 条 件 を 整え る た め 
に 、 ウ ェ ル カム パッ ケー ジ を 提供 する こと が 
タイ で は 、 相 手 と の 信頼 関係 が 非常 に 重 効果 的 で す 。 

要 視 され ます 。 交渉 の 前 に は 、 相 手 と の 
当時 ニク ニョ ea ジ シッ ニ ピン で クウ じ PF2US 


丁寧 な 態度 を 心がけ る こと が 重要 で す 。 5. ウ ィ ン - ウ ィ ン の 解決 策 を 模索 する : 
また 、 相 手 の 立場 や 文化 的 育 景 を 理解 

し 、 相 手 の 意見 に 耳 を 傾け る こと が 必要 タイ で は 、 相 手 の 立場 や 意見 を 尊重 する こと 
で す 。 が 求め られ ます 。 交渉 の 際 に は 、 双 方 が ウィ 


ン - ウ ィ ン の 解決 策 を 模索 する こと が 重要 で 
す 。 相手 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 通じ て 、 
双方 が 納得 で きる 解決 策 を 見 出し 、 双 方 が 満 
足 で きる 結果 を 得る こと が 目的 と な り ま す 。 


2. 価 値 観 を 理解 する ・ 


タイ の ビジ ネス 文化 で は 、 価 値 観 が 大 き 
く 影響 を 己 え ます 。 価値 観 に は 、 人 間 関 
係 や 信仰 、 伝 統 な ど が 含ま れ ま す 。 交 小 6. 非 吉 語 コミ ュ ニ ケー ショ ン を 意識 する ・ 
の 隊 に は 、 相 手 の 価 値 観 を 理解 し 、 そ れ 

に 基づい た 提案 を 行う こと が 求め られ ま 「 

す 。 タイ 人 は 、 言 葉 だ け で な く 、 丘 言語 的 な コミ 
ュ ニ ケー ショ ン に も 大 き な 意 味 が あり ます 。 

交渉 の 際 に は 、 相 手 の 表 情 や し ぐさ 、 ト ー ン 
や 音量 な ど に も 注意 を 払い 、 相 手 の 意図 や 感 
情 を 読み 取る こと が 重要 で す 。 


3. 柄 極 的 に 質問 を する : : 


タイ 人 は 、 和 胡 接 的 な 言葉 條 い を 嫌う 傾向 
が ある た め 、 積 極 的 に 質問 を し 、 相 手 の 
意見 や 考え を 引き 出す こと が 重要 で す 。 7. 感 情 を 抑制 する : 
また 、 相 手 に 対し て 興味 を 持ち 、 相 手 の 
話 に 上 真 語 に 耳 を 傾け る こと も 大 切 で す 。 


タイ 人 は 、 感 情 を 表 に 出す こと を 避け る 傾向 
が あり ます 。 交流 の 際 に は 、 相 手 の 感 情 を 傷 
つけ る よう な 発言 や 態度 は 避け 、 感 情 を 抑制 
し た 上 で 交流 を 進め る こと が 大 切 で す 。 


ビジ ネス 交 法 で 成功 する 
た め の タ イ 式 交 潜 術 


ビジ ネス 交 涼 で 成功 する た め の タ イ 式 交渉 術 に は 、 以 下 
の よう な ポイ ント が あり ます 。 


以上 が 、 ビ ジネス 交流 で 成功 する た め の タ イ 
式 交 門 術 の ボ ポイ ント で す 。 これ ら の ボイン ト 
を 抑え 、 相 手 と の 信頼 関係 を 策 き な が ら 交 沙 
8. ネ ゴン シ エー ター の 人 柄 や 地位 を 重視 する : を 進め る こと が 、 タ イ で の ビジ ネス 交 波 に お 
いて 重要 と な り ま す 。 


タイ の ビジ ネス 文化 で は 、 ネ ゴ シ エ ー タ 
ー の 人 柄 や 地位 が 交渉 に 大 き な 有 影響 を 旨 
えま す 。 交 波 に は 、 相 手 の 地位 や 人 柄 に 
谷 意 を 払い 、 適 切な 奏 称 や タイ トル を 使 
うこ と が 必要 で す 。 


9. 長 期 的 な が ビジョン を 持つ : 


タイ 人 は 、 長 期 的 な が ビジ ョ ン を 持っ て ビ 
ジネス を 行う 傾向 が あり ます 。 交 波 の 際 
に は 、 短 期 的 な 利益 だ け で な く 、 長 期 的 
な 関係 性 や 信頼 関係 を 構築 する こと が 求 
め ら れ ま す 。 


10. プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン に 力 を 入れ る : 


タイ の ビジ ネス 文化 で は 、 プ レ ゼ ン テ ー 
ショ ン に 力 を 入れ る 傾向 が あり ます 。 交 
渉 の 際 に は 、 相 手 の 理解 を 深め る た め 
に 、 わ か りや すく 魅力 的 な プレ ゼン テー 
ショ ン を 行う こと が 重要 で す 。 


タイ の ビジ ネス マナ ー 
と 社交 辞 人 


タイ の ビジ ネス マナ ー は 、 礼儀 正 し グリ ー テ ィング 


さや 散 意 、 相 手 と の 舎 頼 関係 を 重視 

する と いう 点 が 特徴 的 で す 。 以 下 。 ダイ で は 、 挨 拶 と し て 「 ワ イ 」 と いう 仏教 的 な 手 の 合 わせ る ジェ スチ ャ ー 
に 、 タ イ の ビジ ネス マナ ー と 社交 辞 を よく 使い ます 。 また 、 言 葉 と し て は 「 サ ワ デ ィ ー (こん に ち は ) 」 や 
マ に 関す る ポイ ント を いく つか 挙げ 。 「 サ ワ デ ィ ー ク ラッ プ (男性 が 使う ) 」 「 サ ワ デ ィ ー カ ー (女性 が 使 
等 う ) 」 な ど を 使い ます 。 


ビジ ネス カー ド の 交換 


ビジ ネス カー ド の 交換 ビジ ネス カー ド の 交換 は 、 重 要 な ビジ ネス マナ ー の 
ー つ で す 。 相手 に ビジ ネス カー ド を 渡す 際 に は 、 両 手 で カー ド を 持ち 、 相 
手 に 向け て 渡す よう に し まし ょ う 。 ま た 、 相 手 か ら カ ー ド を 受け 取る 際 に 
も 、 両 手 で 受け 取る よう に し まし ょ う 。 


話題 に する べき ・ 放 ける べき トピ ッ ク 


ビジ ネス の 話題 に 限ら ず 、 政 治 や 宗教 な ど は あま り 話 題 に する べき で は あ 
り ま せん 。 ま た 、 相 手 の 家 族 や 職場 の 同僚 な ど に つい て 話題 を 振る の も 避 
ほる きよ うに し まし よう 


服装 
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山 的 で す 。 また 、 色 は 明る すぎ ざ ぎ ず 、 無 難 な 色 を 選ぶ よう に し まし ょ う 。 


社交 辞 久 


タイ 人 は 、 相 手 に 対し て 敬意 を 表す た め に 、 よ く 「 カ ー」 と いう 敬 稼 を 使 
いま す 。 ま た 、 相 手 の 年 齢 や 地位 に よっ て 、 適 切な 敬 稼 を 使い 分 ける よう 
に し まし ょ う 。 ま た 、 相 手 に 対し て 謝 非 を する 際 に は 、 「 コ トー カー」 と 
いう 言葉 を 使う こと が 一 乱 的 で す 。 

以上 が 、 タ イ の ビジ ネス マナ ー と 社交 辞 人 の 一 例 で す 。 相手 に 対す る 人 敬意 や 信頼 を 

表現 する こと が 、 タ イ の ビジ ネス に お いて 非常 に 車 要 と な り ま す 。 


この 章 で は 、 タ イ で の ビジ ネス 交渉 に お いて 必要 な 
ポイ ント に つい て 説明 し まし た 。 


ON 語 ク レク 三 ニ ニク 8 ジ クシ OH 
は 、 相 手 に 対し て 敬意 を 表す こと が 大 切 で す 。 ビ 
ンク 男 K の ンー ククル の クン ク の < 
カー ド の 交換 、 話 題 に する べき ・ 放 ける べき トピ 
ッ ク 、 服 装 、 社 交 辞 信 な ど に も 気 を 配る 必要 が あ 
の SC 


また 、 ビ ジネス 交渉 に お いて は 、 タ イ 人 は 長期 的 
な 関係 を 築く こと を 重視 し て いる た め 、 相 手 と の 
信頼 関係 を 構築 する こと が 重要 と な り ま す 。 上 内 体 
的 に は 、 相 手 と の 共通 点 を 見 つけ た り 、 タ イ の 文 
化 や 習慣 に つい て 理解 を 深め る こと が 有効 で す 。 


最後 に 、 タ イ 式 交渉 術 に つい て も 紹介 し まし た 。 
相手 と の 信頼 関係 を 重視 し 、 コ ミュ ニケ ーション 
を 円 滑 に 進め る こと が 重要 で す 。 相手 に 対し て 敬 
意 を 示し 、 タ イ 式 交 波 術 を 用 いて 相手 の 立場 や 気 
持ち を 流 み 取る こと が 求め られ ます 。 ま た 、 ビ ジ 
ネス マナ ー や 社交 辞 侍 に も 注意 し 、 ビ ジネス カー 
ド の 交換 や 服装 、 話 題 の 選び 方 な ど に も 気 を 配る 
必要 が あり ます 。 成功 する た め に は 、 相 手 に 対し 
て 誠実 で ある こと が 大 切 で す 。 


タイ で の ビジ ネス 展開 の た め の 戦 略 


タイ で の ビジ ネス 展開 を 成功 させ る た め に は 、 戦 略 


的 な アプ ロー チ が 必要 で す 。 本 童 で は 、 タ イ で の ピ 
ジネス 展開 に お いて 考慮 すべ さき 戦略 に つい て 解説 し 


ます 。 


まず は 、 タ イ の ビジ ネス 環境 を 理解 する こと が 
必要 で す 。 タ イ の ビジ ネス 環境 は 、 政 治 的 な 不 
婦 定 さや 官僚 制度 の 複雑 さ 、 イ ン フ ラス トラ ク 
チャ ー の 人 不備 な ど が 課題 と し て 挙げ られ ます 。 
し か し 、 タ イ は 東南 アジ ア の 中 で も 最大 の 市 場 
規模 を 持ち 、 地 理 的 な 位 暫 や FTA (自由 貿易 協 
定 ) の 締結 な ど に より 、 外 国 企業 に と っ て は 叔 
力 的 な 市 場 と な っ て いま す 。 


次 に 、 タ イ の ビジ ネス 市 場 に お ける 競合 壊 境 を 
分 析 す る こと が 重要 で す 。 競合 環境 は 、 業 界 や 
市 場 に よっ て 異な り ま す が 、 タ イ 国 内 の 企業 や 
外国 企業 と の 競合 が 激しく 、 価 格 競 汗 も 激しい 
傾向 が あり ます 。 


その た め 、 成 功 す る た め に は 、 目 社 の 強み を 明 
確 に し 、 差 別 化 戦略 を 展開 する こと が 求め られ 
ます 。 例え ば 、 品 質 や ブラ ンド 力 、 技 術 力 、 サ 
ービス の 商 な ど 、 目 社 の 強み を 活か し た マー ケ 
ティ ング 戦略 を 立て る こと が 大 切 で す 。 


タイ は 東南 アジ ア の 中 で も 大 き な か な 市 場 を 有 し 、 経 演 


の 


天 3 草 
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また 、 タ イ の ビジ ネス 市 場 に お いて は 、 政 府 と 
の 関係 構築 が 重要 で す 。 政 府 と の 良好 な 関係 を 
築く こと で 、 ビ ジネス の 展開 や 問題 解決 が スム 
ー ズ に 進む こと が 期待 で きま す 。 政 府 と の 関係 
構築 に は 、 現 地 法人 の 設立 や 地元 企業 と の 協業 
な ど が 有効 で す 。 


最後 に 、 人 材 確保 や 人 材 育 成 も 重要 な 要素 で 
す 。 タイ 国内 で の 採用 や 、 日 本 か ら の 派遣 、 ま 
た は 日 本 人 と タイ 人 を ミッ クス し た チー ム 編 成 
な ど 、 ビ ジネス に 適し た 人 材 を 確保 し 、 育 成す 
る こと が 成功 へ の 近道 と な り ま す 。 


以上 の よう に 、 タ イ で の ビジ ネス 展開 に は 、 ビ 
ジネス 載 境 の 理解 、 競 人 台 協 境 の 分 析 、 目 社 の 強 
み の 把 握 、 政 府 の 規制 や 法律 の 把握 、 そ し て 現 
地 で の 人 脈 や パー トナ ー の 確保 な ど 、 多 く の 有 要 
奈 が 必要 で す 。 


成長 も 著しい 国 で す 。 し か し 、 ビ ジネス を 展開 する 上 で 軍 


意 す べき 文化 や マナ ー、 そ し て 法律 や 規制 も 多く あり ます 。 そ の た め 、 し っ か り と 調査 や 準備 を 行い 、 現 地 の 


人 脈 や パー トナ ー を 活用 する こと が 車 要 で す 。 


また 、 タ イ 人 と の ビジ ネス 交渉 で は 、 相 手 の 立 場 や 感情 に 配慮 し た 上 で コミ ュ ニ ケー ショ ン を 行う こと が 必要 


で す 。 ま た 、 ビ ジネス マナ ー や 社交 辞 信 に も 注意 し まし ょ う 。 


タイ で の ビジ ネス 展開 に は 、 費 密 な 計画 と 準備 、 そ し て 適切 な 戦略 が 不可 欠 で す 。 現地 の 壇 境 を よく 理解 し 、 
柔軟 か つ 戦 略 的 な アプ ロー チ を 取る こと で 、 成 功 へ の 道 が 拓 け る で し ょ う 。 


3 タイ で の 事業 展開 に お け 
/ プ る 成功 の 
タイ で の 事業 展開 に お いて 成功 する た 


の le MNO dE うめ ョ ぐ 
す 。 


成功 の 鍵 


ン ン 


ん 


5. 柔 軟 性 と 上 臨機 応変 さ 


タイ の ビジ ネス 環境 は 変化 し や すく 、 予 想 
條 の 問題 が 起こ る こと も あり ます 。 そ ん な 
時 に は 、 柔 軟 性 や 臨機 応変 さ を 持っ て 対応 
する こと が 必要 で す 。 


6. 長 期 的 な 視野 と 持続 可能 性 


1. 績 密 な 市 場 調査 と 戦略 の 策定 


タイ で の ビジ ネス 展開 に は 、 長 期 的 な 視野 


タイ の 市 場 を 理解 し 、 競 合 環境 を 把握 し た と 持続 可能 性 が 重要 で す 。 短期 的 な 利益 師 
上 で 、 適 切な 戦略 を 策定 する こと が 重要 で 求 に と ら わ れず 、 長 期 的 な ビジ ネス 戦略 を 
す 。 現地 の 文化 や 消費 者 の 嗜好 、 マ ー ケ テ 策定 し 、 持 続 的 な 事業 展開 を 目指 し まし ょ 


ィング の 手法 な ど 、 細 か な 情報 を 収集 し 、 
昌 略 に 反映 させ まし ょ う 。 


ブフ o 


7. 技 術 や イノ ベー ショ ン へ の 取り 組み 


2. 法 律 や 規制 の 把握 


タイ で は 、 近 年 、 技 術 や イノ ベー ショ ン に 


タイ の 法律 や 規制 を 理解 し 、 適 切 に 対応 す 注目 が 集まっ て いま す 。 ビ ジネス 展開 に お 
る こと が 必要 で す 。 法律 に 則り 、 ビ ジネス いて も 、 新 し い 技 術 や アイ デア を 積極 的 に 
を 行う こと で 、 信 頼 性 や 安心 感 を 得る こと 取り 入れ 、 競 合 優位 性 を 獲得 する こと が 重 
が で きま す 。 要 で す 。 


3. 現 地 の 人 脈 や パー トナ ー の 確保 


8. 社 会 真 献 へ の 取り 組み 


タイ で の ビジ ネス 展開 に は 、 現 地 の 人 上 脈 や タイ で は 、 社 会 貢献 や 環境 保全 に 対す る 意 
パー トナ ー が 欠か せま せん 。 現地 の ビジ ネ 識 が 高まっ て いま す 。 ビ ジネス 展開 に お い 
スパ ー ト ナー を 見 つけ る こと で 、 現 地 の 事 て も 、 社 会 綱 献 や 環境 保全 に 取り 組み 、 地 
情 や 文化 を 理解 し 、 ス ムー ズ な ビジ ネス 展 域 社会 と の 良好 な 関係 を 築く こと が 求め ら 
開 が 可能 に な り ま す 。 れ ま す 。 


4. コ ミュ ニケ ーション 能力 の 向上 これ ら の 要素 を 考慮 し 、 タ イ で の ビジ ネス 
展開 に 取り 組む こと で 、 成 功 に 向け た 戦略 
だ CO の らら で の 2 0 きま すま だ ピン ネス 
展開 に お いて は 、 現 地 の 文 化 や 慣習 を 尊重 
し 、 タ イ 人 と の 良好 な 人 間 関 係 を 築く こと 
が 重要 で す 。 


タイ 人 と の ビジ ネス 交渉 で は 、 相 手 の 立 場 
や 感情 に 配慮 し た 上 で 、 適 功 か な コミュニケ 
ーション を 行う こと が 必要 で す 。 タ イ 人 と 
の 信頼 関係 を 築く こと が で きれ ば 、 ビ ジ ネ 
ス 展 開 が スム ー ズ に 進む で し ょ う 。 


タイ の ビジ ネス パー トナ ー の 
] 選び 方 


タイ で の ビジ ネス 展開 に お いて は 、 信 頼 で 
きる ビジ ネス パー トナ ー を 選ぶ こと が 重要 
で す 。 以下 に し 、 タ イ の ビジ ネス パー トナ ー 
を 選ぶ 際 に 考慮 すべ き ポ イン ト を いく つか 
紹 ノ 1 し ます 。 


4. ネ ットワーク : 


ビジ ネス パー トナ ー を 選ぶ 際 に は 、 そ の 企 
業 の ネッ トワ ー ク も 車 要 な 要素 と な り ま 
す 。 地元 の 企業 や 政府 機関 と の 関係 性 が あ 
る か どう か を 確認 し 、 よ り 広 い ネ ッ ト ワ ー 
ク を 持つ パー トナ ー を 選ぶ こと が で きれ 
ば 、 ビ ジネス 展開 に お いて 優位 性 を 獲得 す 
0 の UEGMES ま di 


1. 和 経験 と 実績 : 


信頼 で きる ビジ ネス パー トナ ー を 選ぶ た め 
に は 、 そ の 企業 の 経験 や 実績 を 確認 する こ 
AM ・ 以上 の よう に 、 タ ダイ で の ビジ ネス パー トナ 
人 II 凌 ぶ 経験 や 実績 、 文 化 や 計 語 


信頼 性 の 高い パー トナ ー を 選び まし ょ う ー を 世 ぶ 隊 に は 、 
EMIMM ーー の 理解 、 法 的 な 知識 と コン プラ イア ンス の 


遵守 、 ネ ットワーク な ど を 考慮 する こと が 


2. 文 化 や 言語 の 理解 : 
タイ は 、 狐 目 の 文化 や 言語 を 持つ 国 で す 。 


ビジ ネス パー トナ ー と 攻 ぶ 際 に は 、 ぞ の 條 


業 が タイ の 文化 や 言語 に 精通 し て いる こと 
が 重要 で す 。 現地 の 習 慣 や ビジ ネス マナ ー 
を 理解 し 、 適 基 か コミ ュ ニ ケー ショ ン が で 
きる パー トナ ー を 選ぶ こと が 求め られ ま 
SI 


3. 法 的 な 知識 と コン プラ イア ンス の 違 守 


タイ で は 、 ビ ジネス 取引 に お いて 法 的 な 規 
下 が 存 在 し ます 。 ビ ジネス パー トナ ー を 選 
ぶ 際 に は 、 そ の 企業 が 法 的 な 知識 を 持ち 、 
| トン プラ イア ンス を 直 ザ 守 し て いる こと が 重 
要 で す 。 違法 な ビジ ネス 取引 に 関わ ら な い 
こと が 、 ピ ジネス 展開 の 成功 に つなが り ま 
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車 要 で す 。 信頼 で きる パー トナ ー と の 取引 
を 通じ て 、 成 功 に つなが る ビジ ネス 展開 を 
二条 EGONOOIUMIEI 
以下 の ポイ ント に も 注意 し まし ょ う 。 


〇 


W 


⑮ ゃ $ \e) 
タダ イ の ピジン ネ スパ ー ト ナー の 
SBB ンチ で 0 ーーー 
選び 方 の 注意 
ダイ で の ビジ ネス パー トナ ー を 選ぶ 隊 に 
は 、 経 験 や 実績 、 文 化 や 言語 の 理解 、 法 的 
な 知識 と コン プラ イア ンス の 直 守 、 ネ ッ ト 
ワー ク な ど を 考慮 する こと が 重要 で す 。 信 
頼 で きる パー トナ ー と の 取引 を 通じ て 、 成 
功 に つなが る ビジ ネス 展開 を 実現 する こと 


4. 長 期 的 な 視点 で の 選択 : 


タイ で の ビジ ネス 展開 に は 、 長 期 的 な 視点 
が 必要 で す 。 そ の た め に は 、 ビ ジネス パー 
トナ ー 選 び の 際 に も 、 長 期 的 な 視点 で の 選 
択 を 行い まし ょ う 。 析 来 的 に 、 新 し い 事 業 


1. 複数 の 候補 を 比較 する : : 分 野 に 進出 し た 際 に も 、 パ ー ト ナー と 共に 
: 成長 し て いく こと が で きる パー トナ ー を 選 


ー つ の パー トナ ー に 頼り すぎ ず 、 和 複数 の 候 


ぶ こ と が 大 切 で す 。 
補 を 比較 し まし ょ う 。 パ ー ト ナー の 能力 や in 20 導 


信頼 性 を 確認 する た め に 、 参 照 先 や 顧客 の 
ーー = べ 細 [ べ 5 8 CN ヽ 
声 を 調べ る こと も 大 切 で す 以上 の ポイ ント を 考慮 し な が ら 、 倍 頼 で き 
る ビジ ネス パー トナ ー を 選ぶ こと が 、 タ イ 
・。 で の ビジ ネス 展開 に お いて 成功 する た め の 
2. バ パー トナ ー と の コミ ュ ニ ケー ショ ン : ・ 。 鍵 と な り ま す 。 


ビジ ネス パー トナ ー と の 良好 な 関係 を 築く 
/ 司 CO ee 二 時 2 ン ョ | シ / Ea 還 M@ 
す 。 言葉 の 違い や 文化 の 違い に よっ て 、 意 
思 疎 通 が スム ー ズ に 行か な いこ と も ある た 
め 、 相 手 の 文化 や 言語 に 対す る 理解 を 深 
め 、 コ ミュ ニケ ーション の 工夫 を 行い まし 
3 


3. 法 的 な 観点 か ら の 確認 : 


1 ビジ ネス パー トナ ー を 選ぶ 際 に は 、 法 的 な 
観点 か ら の 確認 も 必要 で す 。 特 に 、 契 約 書 
や 法 的 文書 の 作成 や 取引 の 際 の 法 的 な トラ 
ブル を 防ぐ た め に 、 弁護 士 の アド バイ ス を 
仰ぐ こと も 検討 し まし ょ う 。 


タイ の 法律 や 規制 は 、 時 に 複雑 で 不透明 な 
場合 が あり ます 。 し た が っ て 、 事 前 に 適切 
な 法 的 アド バイ ス を 得る こと が 重要 で す 。 
また 、 契 約 書 を 正確 に 記述 する こと も 還 要 
で す 。 


2. 政 治 的 リス ク 


政治 的 な 不安 定 さ は 、 ビ ジネス に と っ て の 
リス ク 要 因 で す 。 政治 的 な リス ク に 対処 す 
る に は 、 政 治 情勢 に つい て 常に 最新 の 情報 
を 入手 し 、 政 治 的 な リス ク を 予測 し 、 必 要 
に 応じ て 適切 な 対策 を 講じ る 必要 が あり ま 
し 語 


3. 金 融 リ スク 


外貨 建て の 取引 に よる 為替 リス ク 、 金 利 変 
動 リ スク な ど が 存在 し ます 。 金融 リス ク に 
対処 する た め に は 、 金 融 市 場 に 関す る 最新 
情報 を 入手 し 、 リ スク ヘッ ジ の 方 法 を 採用 
する こと が 重要 で す 。 


4. 経 党 リス ク 


1 タイ の ビジ ネス 環境 は 変化 し 続け て お 
り 、 競 合 他 社 の 出現 や 技術 の 進歩 な ど が リ 
スク 要因 と な る こと が あり ます 。 経営 リス 
ク に 対処 する た め に は 、 市 場 動向 を 常に 藍 
視 し 、 タ イ の ビジ ネス 環境 に 適応 する 戦略 
を 採用 する こと が 必要 で す 。 


タイ の ビジ ネス 環境 
に お ける リス ク 
マネ ジメント 


タイ の ビジ ネス 環境 に は 、 い くつ か の リス ク が 存在 し ます 。 
以下 は 、 タ イ の ビジ ネス 環境 に お ける 主要 な リス ク と 、 そ れ 
ら に 対処 する た め の リ スク マネ ジメント の 方 法 で す 。 


5. 文 化 的 リス ク 


タイ の ビジ ネス 斑 境 は 、 文 化 的 な 違い に 
よる リス ク も あり ます 。 文化 的 な リス ク 
に 対処 する た め に は 、 タ イ の ビジ ネス 文 
化 に 関す る 知識 を 深め 、 適 切な が マナー を 
守る こと が 必要 で す 。 


6. 災 害 リ スク 


タイ は 、 洪 水 な どの 自然 災害 が 発生 し や 
すい 国 で す 。 災害 リス ク に 対処 する た め 
に は 、 リ スク マネ ジメント 計画 を 策定 
し 、 事 前 に 対策 を 講じ る こと が 必要 で 
の 


タイ の ビジ ネス 環境 で は 、 人 材 不足 や 人 
材 流動 性 が 問題 し な る こと が あり ます 。 
また 、 日 本 語 の 話 者 が 少な いた め 、 日 本 
企業 が 現地 で 事業 を 展開 する 際 に は 、 人 
材 の 調達 や 育成 に 工夫 が 必要 で す 。 企業 
は 、 人 材 リ スク を 回 避 す る た め に 、 採 用 
や 教育 ・ 研 修 に 力 を 入れ る 必要 が あり ま 
の 


六合 縛 


8 イン フラ スト ラク チャ ー リ スク 


ダイ の イン フラ スト ラク チャ ー は 、 近 年 急 
速 に 発展 し て いま す が 、 ま だ まだ 不 十分 な 
面 が あり ます 。 道路 や 鉄道 、 空 港 な どの イ 
ン フ ラス トラ クチ ャ ー に 問題 が 生じ る こと 
が あり 、 そ れ が ビジ ネス に 影響 を 与え る 可 
有 E 性 が あり ます 。 企業 は 、 事 前 に イン フラ 
スト ラク チャ ー リ スク を 評価 し 、 適 切な 対 
束 を 講じ る 必要 が あり ます 。 


タイ の ビジ ネス 載 境 に は 
以下 は 、 タ イ の ビジ ネス 載 境 に お ける 主要 な リス ク と 、 そ れ 
ら に 対処 する た め の リ スク マネ ジメント の 方 法 で す 。 


ダイ の ビジ ネス 環境 
に お ける リス ク 
マネ ジメント 


、 い くつ か の リス ク が 存在 し ます 。 


10. セ キュ リティ リス ク 


タイ で は 、 情 報 セ キュ リティ の 問題 が 深 
刻 化 し て いま す 。 ハッキング や 情報 漏洩 
な ど が 発生 し 、 人 企業 の ビジ ネス や 顧客 情 
報 が 流出 する こと が あり ます 。 企業 は 、 
情報 セキ ュ リ ティ に 関す る 対策 を 徹底 


し 、 セ キュ リティ リス ク を 最小 限 に 抑え 
る 必要 が あり ます 。 具体 的 に は 、 情報 セ 
キュ リティ ボリ シー の 策定 や 、 セ キュ リ 
ティ 意識 向上 の た め の 研 修 、 セ キュ リ テ 
イィ 強化 の た め の 技 術 的 対策 (ファ イア ウ 
ォ ー ル の 導入 、 デ ー タ の 暗号 化 な ど ) な 
ど が 挙げ られ ます 。 ま た 、 サ ー ド パー テ 
ィ ー と の 取引 や クラ ワウ ドサ ービス な ど 、 
外部 と の や り と り に お いて も セキ ュ リ テ 
イィ を 確保 する た め の 対 策 が 必要 で す 。 


9. プ ライ チェ ー ン リス ク 


タイ は 、 東 南ア ジア 地域 に お ける 物流 の 拠 
点 と な っ て お り 、 多 く の 日 本 企業 が サ プ ラ 
イチ ェ ー ン を 構築 し て いま す 。 し か し 、 サ 
プラ イチ ェ ー ン に は 様々 な リス ク が 人 存在 し 
ます 。 例 えば 、 サ プラ イヤ ー の 倒産 や 品質 
問題 な ど が 挙げ られ ます 。 企業 は 、 サ プラ 
イチ ェ エー ン の リス ク を 評価 し 、 リ スク マネ 
ジメント を 実施 する 必要 が あり ます 。 以上 の よう に 、 タ イ の ピ ジ ネ ス 環 境 に [は 
様々 な リス ク が 人 存在 し ます 。 企業 は 、 こ 
れ ら の リス ク を 正確 に 評価 し 、 適 切な リ 
スク マネ ジメント を 実施 する こと が 必要 
で す 。 ま た 、 リ スク マネ ジメント は 常に 
見 租 し を 行い 、 改 娠 を 続け て いく 必要 が 
あり ます 


この 草 で は 、 タ イ で ビジ ネス を 展開 する た め に 必要 な 戦略 に つい て 解説 
に 表 計 内 


まず 、 タ イ に お ける ビジ ネス 環境 に つい て 説明 し 、 ビ ジネス を 展開 する 上 で 
の リス ク に つい て 紹介 し まし た 。 その後 、 タ イ で の ビジ ネス 展開 に お いて 還 

まな 所 ど と し て 、 現 電 の 法 信 や 芝 天 を 受 す すのこ と 、 適 切な が ビジ ネス パー トナ 
の 選定 、 現 地 の 文 化 や 言語 を 理解 する こと を 挙げ まし た 。 


また 、 タ イ に お ける ビジ ネス 展開 の た め に は 、 現 地 に 駐在 員 を 派遣 する こと 
が 有効 で ある こと や 、 タ イ 国 内 の ビジ ネス 支援 機関 を 活用 する こと が 車 要 で 
ある こと を 説明 し まし た 。 さ ら に 、 ビ ジネス 展開 の 際 に は 、 現 地 の 人 材 を 活 
用 する こと が 成功 の 鍵 と な る こと も 指摘 し まし た 。 


最後 に 、 ビ ジネス 展開 の た め の 戦 略 と し て 、 市 場 調査 や マー ケティング 戦略 
の 策定 、 ロ ー カ ライ ズ さ れ た 製品 や サー ビス の 提供 、 現 地 の 顧 客 や パー トナ 
ー と の 信頼 関係 の 構築 な ど を 紹介 し まし た 。 こ れ ら の 戦略 を 実行 する こと 
で 、 タ ダ タイ で の ビジ ネス 展開 に 成功 する こと が で きる で し ょ う 
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([ 還 ) タイ で ビジ ネス を 成功 


まず 、 日 本 の 自動車 メー カー で ある トヨ 
タ 自 動車 は 、 タ イ に お いて 自動 車 の 生産 
拠点 を 構え 、 現 地 の 需 要 に 応え て いま 
す 。 ト ヨタ は 、 現 地 の 政 府 と 協力 し て 人 
材 育 成 や イン フラ 整備 な どの 取り 組み を 
行い 、 現 地 で の 生産 体制 を 強化 し まし 
た 。 ま た 、 タ ダイ で の 需要 に 合わ せ て 、 小 
型 生 を 中 心 と し た ライ ン ア ッ プ を 展開 
し 、 タ イ の 消費 者 に 合わ せ た マ ー ケ ティ 
ング 戦略 を 実施 する こと で 、 現 地 で の 成 
功 を 収め て いま す 。 


次 に 、 日 本 の 家電 メー カー で ある パナ ソ 
ニッ ク は 、 タ イ に お いて も 家電 製品 の 生 
産 ・ 販 売 を 展開 し て いま す 。 パナ ソニ ッ 
ク は 、 現 地 の 人 材 を 活用 し 、 現 地 の 電 要 
に 合わ せ た 製 品 開発 や マー ケティング 戦 
略 を 展開 し て いま す 。 また 、 電 気 自動 車 
(MM) な どの エコ ロジ ー 製 品 に も 注力 
し 、 現 地 の 寺 境 に 配慮 し た ビジ ネス 展開 
を 行っ て いま す 。 


第 4 革 
タダ タイ で の ビジ ネス 
成功 事例 


タイ で ビジ ネス を 成功 させ た 企業 
の 事例 を 紹介 し ます 。 こ れ ら の 事 
例 か ら 、 タ イ 市 場 に お ける 成功 の 
秘訣 を 学ぶ こと が で きま す 。 


さら に 、 タ イ に お いて は 日 系 企業 だ け 
で な く 、 現 地 の 企業 も 成功 を 収め て い 
ます 。 例 えば 、 タ イ の カジ ノリ ゾー ト 
「 グ ラン ド ・ ダ ラッ ト 」 を 運営 する ア 
ジア グル ー プ は 、 現 地 の 観 光 資 源 を 生 
か し た ビジ ネス モデ ル を 展開 し 、 多 く 
の 観光 客 を 集め て いま す 。 ま た 、 現 地 
の 大 手 不 動産 会 社 で ある ラン ドア ご て 
ハウ ス は 、 住宅 供給 や 商業 施設 の 運営 
MWT 人 =evwenyrmen 
を 図っ て いま す 。 


以上 の よう に 、 タ イ で ビジ ネス を 成功 
させ る に は 、 現 地 の 文 化 や ニー ズ に 合 
わせ た 戦略 を 策定 し 、 現 地 の 人 材 や 政 
府 と 協力 する こと が 重要 で す 。 ま た 、 
エコ ロロ ジー 製品 や 観光 な ど 、 タ イ 国 内 
の 強み を 生か し た ビジ ネス モデ ル を 展 
開 す る こと も 有効 で ある こと が わか り 
ます 。 


タイ は 、 日 本 企業 に と っ て 重要 な 海外 
市 場 の 1 ひつ で す 。 以下 は 、 タ イ で ビジ ネ 
ス を 成功 させ た 日 本 企業 の 事例 の いく 
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トヨ タ 目 動車: 


トヨ タ は 、 タ イ で 目 動車 の 生産 を 開始 
し た 最初 の 日 本 企業 で あり 、 タ イ 国 内 
の 自動 車 市 場 で の シェ ア を 長年 に わた 
っ て 維持 し て いま す 。 現在 、 ト ヨタ は 
タイ で 生産 され た 上 自動車 を 日 本 を 含む 
世界 中 に 輸出 し て いま す 。 


ソニ ー は 、 タ ダイ で の ビジ ネス 拡大 に 力 
を 入れ て お り 、 家 電 製 品 、 映 画 、 音 
楽 、 ゲ ー ム な ど 、 様 々 な 分 野 で タイ 国 
内 市 場 で の 存在 感 を 高め て いま す 。 ま 
た 、 ソ ニー は タイ で 生産 され た 製品 を 
世界 市 場 に 輸出 し て いま す 。 


タイ で ビジ ネス を 成功 さ 
せ た 日 本 企業 の 事例 


日 清 食 品 : 


日 清 食 品 は 、 タ イ 国 内 市 場 で イン スタ 
ント ラー メン の シェ ア を 長年 に わた っ 
て 維持 し て お り 、 タ イ 国 内 の 消費 者 に 
愛さ れ て いま す 。 また 、 日 清 食品 は タ 
イ 国 内 で 生産 され た 製品 を アジ ア 地 域 
に 輸出 し て いま す 。 


1 ホン ダ は 、 タ イ で の 生産 ・ 販 売 に 注 
力 し 、 タ イ 国 内 市 場 で の 目 動車 お よび 
バイ ク の シェ ア を 拡大 し て いま す 。 ま 
た 、 ホ ンダ は タイ 国内 で の 生産 に 加え 
て 、 タ ダイ を 拠点 と し て アジ ア 地 域 へ の 
前 出 に も 力 を 入れ て いま す 。 


これ ら の 企業 は 、 タ イ 国 内 市 場 に 適応 
し た 戦略 を 展開 し 、 現 地 の 消 費 者 に 受 
け 入 れ ら れる 市 品 を 捉 供 する こと で 、 
タイ で の ビジ ネス を 成功 させ て いま 


E-Dook 
デ タイ の 地元 企業 で 成功 し た 起業 


家 の ス トー リー 


タイ に は 多く の 地元 企業 や 起業 家 が いま す 。 そ の 中 で も 、 成 功 し た 起 
業 家 の スト ー リ ー を 以下 に 紹介 し ます 


成功 し た 起業 家 の ス トー リー 


1 サワ ディ ・ プ リュ ム ピ ン : サワ ディ ・ プ リ 
ュ ム ピン は 、 タ イ の 女性 起業 家 

で 、"BeeConscious" と いう 蜂蜜 ベー ス の 健康 
食品 を 製造 し て いま す 。 彼女 は 、 蜂 客 が 持つ 
宋 杖 素 や 健康 効果 を 広く 知ら せる こと を 目的 
に 、 ビ ジネス を 開始 し まし た 。 現在 、 
BeeConscious は 、 タ イ 国 内 市 場 だ け で な く 、 
アジ ア 地 域 や 欧米 地域 で も 販売 され て いま 
す 。 


2. ヴ ィ チ ャ イ ・ ユ ワ ブ リ : ヴィ チャ イ ・ ユ ワ ブ 
リ は 、 タ イ の 成功 し た 起業 家 で 、"King 
Power" と いう 旬 税 店 チェ ー ン を 設立 し まし 
た 。 彼 は 、 タ イ 国 内 で の 観光 業 の 発展 に 注力 
し 、 タ イ 圭 室 と の 関係 も 深く 、King Power 
は 、 ス ポー ツチ ー ム の スポ ン サ ー な ど 様 々 な 
分 野 で 活動 し て いま す 。 


3 ロー ダス ・ チ ャ タタ 上 目 還 
タダ コン は 、 タ イ の 男性 起業 家 で 、"Thailand's 
Famous Amulet" と いう 陸 陽 師 や 吉 能 者 が 使用 
する アミ ュ レ ッ ト や タリ スマ ン の 販売 事業 を 
手掛け て いま す 。 彼 は 、 ア ミュ レッ ト の コレ 
クシ ョ ン に 情熱 を 持ち 、 上 自ら が 収集 し た アミ 
ュ レ ッ ト の 販売 を 開始 し まし た 。 現在 、 彼 の 
ビジ ネス は タイ 国内 市 場 で 高い 人 気 を 誇り 、 
アジ ア 地 域 に も 進出 し て いま す 。 


これ ら の 起業 家 た ち は 、 上 自分 た ちの ビジ ネス 
に 情熱 を 持ち 、 市 場 ニ ー ズ に 合わ せ た 戦 略 を 
展開 し て いま す 。 タ イ 国 内 だ け で な く 、 ア ジ 
ア 地 域 や 世界 市 場 で も 成功 を 収め て いま す 


タイ で の ビジ ネス 成 
功 の た め の ヒ ント と 
アド バイ ス 
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ダイ で ビジ ネス を 成功 させ る 
た め に は 、 以 下 の よ うな ヒン 
ト や アド バイ ス が あり ます 


3. ビ ジネス に お いて 英語 を 使う 


タイ の 文化 や 習慣 を 理解 する こと 

は 、 ビ ジネス に お いて 手 常 に 重要 で 
す 。 ビ ジネス に お いて は 、 相 手 に 拘 
意 を 払い 、 礼 儀 正 し く 振 る 婦 う こと 
が 求め られ ます 。 また 、 ビ ジネス に 
お いて は 、 時 間 に ル ー ズ な 傾向 が あ 
る た め 、 予 定 よ り も 時 間 が か か る こ 
と が あり ます 。 これ ら の 文化 や 習慣 
を 理解 し 、 そ れ に 合わ せ た 対 応 を す 
る こと が 、 成 功 の 鍵 と な り ま す 。 


1. 文 化 や 首 慣 を 理解 する 


タイ の 文化 や 百 慣 を 理解 する こと 

は 、 ビ ジネス に お いて 括 常 に 重要 で 
す 。 ビ ジネス に お いて は 、 相 手 に 閣 
意 を 払い 、 礼 儀 正 し く 振 る 好 う こと 
が 求め られ ます 。 ま た 、 ビ ジネス に 
お いて は 、 時 間 に ル ー ズ な 傾向 が あ 
る た め 、 予 定 よ り も 時 間 が か か る こ 
と が あり ます 。 これら の 文化 や 習慣 
を 理解 し 、 そ れ に 合わ せ た 対 応 を す 
る こと が 、 成 功 の 鍵 と な り ま す 。 


2. ビ ジネス に お ける 人 服 を 築く 4. 場 所 の 選定 


タイ の 文化 や 習慣 を 理解 する こと タイ で は 、 ビ ジネス を 行う 場所 の 選 
は 、 ビ ジネス に お いて 非常 に 重要 で 定 も 非常 に 重要 で す 。 ビ ジネス を 行 
す 。 ビ ジネス に お いて は 、 相 手 に 敬 う 場 所 に よっ て 、 ビ ジネス の 成否 が 


意 を 払い 、 礼 儀 正 し く 振る 舞う こと 大 きく 左右 され る こと が あり ます 。 
が 求め られ ます 。 ま た 、 ビ ジネス に また 、 ピ ジネス を 行う 場所 に は 、 税 


お いて は 、 時 間 に ル ー ズ な 傾向 が あ 
る た め 、 予 定 よ り も 時 間 が か か る こ 
と が あり ます 。 これら の 文化 や 習慣 
を 理解 し 、 そ れ に 合わ せ た 対 応 を す 
る こと が 、 成 功 の 鍵 と な り ま す 。 


金 や ビザ の 規制 な ども 異な る た め 、 
よく 調べ て 場所 を 選ぶ こと が 必要 で 
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タイ で の ビジ ネス 成 
功 の た め の ヒ ント と 
アド バイ ス 


タイ で ビジ ネス を 成功 させ る 
た め に は 、 以 下 の よ うな ヒン 
ト や アド バイ ス が あり ます 


5. 法 律 と 規制 を 遺 守 する 


ビジ ネス を 行う 際 に は 、 タ イ の 法律 
や 規制 を 遵守 する こと が 重要 で す 。 
タイ で は 、 ビ ジネス に お いて 不正 行 
為 を 行っ た 場合 、 厳 し い 六 則 が 科せ 
られ る こと が あり ます 。 そ の た め 、 
法律 や 規制 を 邊 守 する こと が 、 ビ ジ 
ネス 成功 の た め に 不可 欠 な 要素 と な 
り ま す 。 


6. タ イ の ビジ ネス 文化 を 理解 する 


ダ タイ の ビジ ネス 文化 は 、 西 洋 の ビジ 
ネス 文化 と は 異な る 点 が 多く あり ま 
す 。 ダ タイ の ビジ ネス 文化 で は 、 人間 
関係 が 重視 され 、 ト ッ プ ダウ ン の 指 
示 部 人 多胡 統 で は な く 、 コ ミュ ニケ ー 
ンション や 協力 が 重要 視 さ れ ま す 。 そ 
の た め 、 ビ ジネス に お いて は 、 相 手 
の 立場 や 感情 に 配慮 する こと が 求め 
られ ます 。 


7. タ イ の 言語 や 文化 に 精通 し た スタ 


ッ フ を 雇う 

タイ で ビジ ネス を 行う 場合 、 タ イ 語 
や タイ の ビジ ネス 文化 に 精通 し た ス 
タッ フ を 雇う こと が 重要 で す 。 スタ 
ッ フ が タイ 語 を 話せ る こと で 、 ビ ジ 
ネス に お いて スム ー ズ な コミ ュ ニ ケ 
ーション が 行え ます 。 ま た 、 タ イ の 
文化 や ビジ ネス の 仕組 み に 詳し い ス 
タッ フ を 雇う こと で 、 ビ ジネス の 成 
功 に つなが る こと が あり ます 。 


8. タ イ の バ パートナー と の 信頼 関 
係 を 築く 


タイ の ビジ ネス パー トナ ー と の 信頼 
関係 を 築く こと が 、 ビ ジネス 成功 の 
鍵 と な り ま す 。 ビ ジネス に お いて 
は 、 長 期 的 な 関係 を 築く こと が 求め 
られ る た め 、 相 手 に 対し て 信頼 を 築 
き 、 コ ミュ ニケ ーション を 深め る こ 
と が 必要 で す 。 き 


N 


。 ダイ で の ビジ ネス 成 
功 の た め の ヒ ント と 
アド バイ ス 


ダイ で ビジ ネス を 成功 さ 
に は で R ま きか に の 
ト や アド バイ ス が あり ます 


9. タ イ の 文化 に 合わ せ た マ 0. ビ ジネス に お いて リラ ックス し 
ー ケ ティ ング 戦略 を 立て る た 態度 を 保つ 

1 タイ の 文化 や 習慣 に 合わ せ た マ ー タイ で は 、 キン 
ケティング 戦略 を 立て る こと が 、 ビ クス し た 語 度 が 求め られ ます 。 ビ ピ 
ジネス 成功 の た め に 不可 欠 で す 。 タ ネス に お いて は 、 ス トレ ス や ブレ ッ 
イ の 消費 者 に と っ て 、 価 格 や 品質 よ シャ ー を 感じ ず 、 リ ラッ クス し た 態 
り も 、 ブ ラン ドイ メー ジ や ファ ッ シ 度 で 接する こと が 大 切 で す 。 相手 を 
ョ ン 性 な ど が 重要 視 さ れる こと が あ 忌 か し た り 、 プ レッ シャ ー を え た 
り ま す 。 そ の た め 、 消 費 者 の 嗜好 に りす る こと は 、 タ イ の 文化 に 合わ な 
合わ せ た 商 品 や サー ビス を 提供 する い 場 合 が あり ます 。 そ の た め 、 ビ ジ 
こと が 求め られ ます 。 ネス に お いて は 、 時 間 に 余 裕 を 持 


ち 、 相 手 の ペ ー ス に 合わ せ た 対 応 を 
心がけ る こと が 重要 で す 。 また 、 ビ 
ジネス の 合間 に は 、 お 茶 や 食事 を と 
や も に する こと も あり ます 。 この よっ 
な 場合 に は 、 相 手 と の 距離 感 を 大 功 
に し 、 和 社交 的 な 態度 を 保つ こと が 望 
45772699 pg まれ ます 。 
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まとめ : 


の ビン ネス 展開 の た め の 


最初 に 、 コ ックス ペナ ン の 事例 で は 、 タ イ の 宗教 や 文化 を 理解 

し 、 現 地 の 人 々 と 協力 する こと が ビジ ネス 成功 の カギ で ある こと 
が 示さ れ ま し た 。 次 に 、 ビ ジネス マッ チン グ サ イト の KwangThai 
の 事例 で は 、 タ イ の ビジ ネス 市 場 に 特 化し た サー ビス を 提供 する 
こと が 、 成 功 へ の 道 を 開く こと が で きる こと が 紹介 され まし た 。 
その 後 、 タ イ の 伝統 的 な 工芸 品 を 扱う Nakamura Glass の 事例 で 
は 、 地 元 の 人 材 を 活用 し 、 日 本 と タイ の 文化 を 融合 させ る こと 

が 、 ビ ジネス 成功 に つなが る こと が 紹介 され まし た 。 最 後に 、 タ 
イ の 医療 業界 に 進出 し た Bumrungrad International Hospital の 
事例 で は 、 高 品質 な サー ビス を 提供 し 、 国 隊 市 場 で 競争 力 を 持つ 
こと が 成功 の 秘訣 で ある こと が 紹介 され まし た 。 


これ ら の 事例 か ら 、 タ イ で の ビジ ネス 成功 に は 、 現 地 の 文 化 や 習 
慣 を 理解 し 、 地 元 の 人 材 や 資源 を 活用 し 、 高 品質 な サー ビス を 提 
供する こと が 重要 で ある こと が わか り ま す 。 ビ ジネス を 展開 する 
際 に は 、 こ れ ら の 要素 を 考慮 し 、 タ イ の 市 場 に 特 化し た アプ ロー 
チ を 取る こと が 、 ビ ジネス 成功 の カギ と な り ま す 。 


タイ で 働く 人 材 の マネ ジメント に つい て 取り 上 げ 
ます 。 タイ の 文化 や 交 慣 に 合わ せ た ア プロ ー チ を 
と る こと で 、 効 果 的 な 人 材 マ ネジ メン ト が で きる 
よう に な り ま す 。 以下 で は 、 具 体 的 な が ポイ ント を 
紹 ノ | し ます 。 


まず 、 タ イ の 人 材 は 、 一 生 的 に は 患 誠心 が 強く 、 
上 司 や 組織 に 対し て の リス ペク ト が ある こと が 特 
徴 で す 。 そ の た め 、 上 司 や 組織 の 指示 に 従う こと 
が 当然 と 考え られ て いま す 。 ま た 、 タ イ 人 は 感情 
的 な 傾向 が あり 、 良 好 な 人 間 関 係 を 築く こと が 重 
要 で ある と され て いま す 。 


次 に 、 タ イ 人 は 一 般 的 に 、 自 分 自身 を 主張 する こ 
と を 避け 、 チ ー ム ワー ク や 集団 行動 を 重視 し ま 
す 。 その た め 、 協 調 性 や コミ ュ ニ ケー ショ ン 力 が 
重要 な 能力 と され て いま す 。 


また 、 タ イ 人 は 時 間 に 対 し て 寛容 な 傾向 が ある た 
め 、 納 期 や スケ ジュ ー ル に 版 密 な アプ ロー チ を 取 
る こと は 放 け る こと が 望ま し いで す 。 その 代わ り 
に 、 余 裕 を も っ て スケ ジュ ー ル を 立て 、 タ イ 人 の 
ペー ス に 合わ せ た 対 応 を 心がけ る こと が 重要 で 

す 。 


さら に 、 タ イ 人 は 、 和 胡 接 的 に 意見 を 述べ る こと を 
避け 、 あ いま いな 表現 を 用 いる こと が 多い 傾向 が 
あり ます 。 そ の た め 、 コ ミュ ニケ ーション を 行う 
際 に は 、 相 手 の 言 葉 の 裏 に 隠れ た 意味 を 読み 取る 
こと が 必要 で す 。 


以上 が 、 タ イ で 働く 人 材 の マネ ジメント に つい て 
の ポイ ント で す 。 タ イ の 文化 や 習慣 を 理解 し 、 そ 
れ に 合わ せ た ア プロ ー チ を 取る こと が 、 効 果 的 な 
人 材 マ ネジ メン ト の カギ と な り ま す 。 


1. 最 低 賃金 
タイ で は 、 最 低 賃金 が 設定 され て い 


ます 。 現在 の 最低 貸金 は 1 日 313 バ ー 
ツ (2023 年 現在 ) で す 。 


2. 労 働 時 間 


タイ の 労働 時 間 は 、1 週 間 あ た り 48 
時 間 ま で と 定め られ て いま す 。 ま 
た 、1 日 あたり の 労働 時 間 は 8 時 間 を 
超え る こと は で きま せん 。 


3. 休 暇 


ヲ 働 者 に は 、 終 燈 有 給 休 暇 、、 病 気 休 
虹 、 妊 産休 暇 、 食 児 休暇 、 公 的 休日 
な ど が あり ます 。 

4. 雇 用 契約 

タイ の 労働 法 で は 、 雇 用 契約 の 締結 
が 義務 付け られ 記 いま す 。 雇用 契約 
に は 、 給 巳 、 労働 時 間 、 休 暇 な どの 
款 件 が 明記 され て いる 必要 が あり ま 


O 


っ 


タイ の 労働 法 に つい 


し 


て 知 ろ う 


タイ で は 、 労働 法 が 存在 し 、 労 働 者 の 
権利 を 保護 し て いま す 。 以下 に 、 タ イ 
の 労働 法 に つい て の ポイ ント を いく つ 
か 紹介 し ます 。 


5. 労 働 者 の 権利 保護 


タイ の 労働 法 で は 、 労 働 者 の 権利 保 
護 が 定め られ て いま す 。 例え ば 、 差 
別 や ハラ スメント を 禁 華 ピ て お り 。 
労働 条件 の 改悪 や 和解 雇 に 対し て 【 上 
山 切 な 手続 き を 行わ な けれ ば な り ま 
せん 。 
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タイ で は 、 労働 組合 認め られ て い 
ます 。 労働 者 加 自 軸 條 組合 を 結成 


労働 組合 


し 、 団 結 交 水 を 区 放 四 が I@ き さま 
す 。 


7. 労 働 者 の 人 了 


タイ で は 、 労 働 者 に 対し て 社会 保険 
が 義務 付け られ て いま す 。 健康 保 了 
や 年 金 保険 な ど が あり ます 。 


8. 労 働 者 の 教育 ・ ト レー ニッ ング 


タイ の 労働 法 で は 和正 業 が 労働 者 に 
対し て 教育 ・ 用 レ ー ニ ング を 提供 す 
る こと が 遂 め られ て いま す 。 特 = 
安全 や 健 天 に 関す る トー デ ング は 
重要 朗 す 。 


タイ の 労働 法 に つい 
て 知 ろ う 


 【 間 タイ で は 、 労 働 法 が 存在 し 、 労 働 者 の 
誠 。 権利 を 保護 し て いま す 。 以 下 に 、 タ イ 
し, 職 の 労働 法 に つい て の ポイ ント を いく つ 
NY 


9 か 紹介 し ます 。 
NG 


以上 が 、 

タイ の 労働 法 に つい で の ポイ ント 
す 。 企業 や 従業 只 が ww タイ の 労作 法 
を 遵守 する こと が 重要 で す 。 ま 表 二 
日 本 と は 異な る 労働 法 が 存在 する た 
め 、 日 本 企業 が タイ で ビジ ネス を 行 
う 際 に は 、 専 門 和 家 の ア ドバイ ス を 受 
ける こと も 重要 で す 。。 タ イ の 労働 法 
に つい て の 追加 情報 ei あ 。 タ イ で 人 
く 従業 只 が 、 生野 の 権利 各 守 る た め 
に も 、 労 働 法 を 理 衣 PKW お こと が 


9. 労 働 者 の 安全 ・ 衛 生 
タイ で は 、 労 働 者 の 安全 ・ 衛 生 に 配 


慮 する こと が 求め られ て いま す 。 労 
働 壊 境 の 改善 や 、 事 故 ・ 災 害 の 予防 
に 取り 組む こと が 必要 で す 。 


10. 連 働 者 の 退職 金 : 


タイ で は 、 退 職 金 制度 が あり ます 。 
在 業 は 、 退 職 金 を 支払 うた め の 基 金 
を 設立 する 必要 が あり ます 。 


11. 労 働 者 の 参加 
タイ の 労働 法 で 陸 、 労 働 者 が 企業 の 
意思 決定 に 参加 ず する こと が 求め られ 
て いま す 。 例え ほぼ 、 企 業 の 規則 作成 
に 際 し て は 、 労 出 者 代表 が 参加 よる 
必要 が あり ます 5 


重要 で す 。 ま た 、 人 業 側 お 誠 働 法 
を 蛋 守 す る こと 区 語 男 全 首 の ⑳ 上 に ラ 
ブル を 回 必 本 下 GS ま 8 


ダイ 人 と の 人 事 管 理 
に お ける ボイン ト 


タイ で 働く 従業 只 を マネ ジメント する 上 
で 、 以 下 の ボ イン ト が 重要 で す 。 


1. 文 化 的 育 景 の 理解 


タイ の 文化 は 独自 の も の が あり ま 

す 。 人間 関係 や コミ ュ ニ ケー ショ ン 
の スタ イル 、 ビ ジネス の 取引 方 法 な 
ど は 、 日 本 と は 異な る 場合 が あり ま 
す 。 タイ 人 の 文化 的 育 景 を 理解 し 、 
適切 な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 行う こ 
と が 大 切 で す 。 


2. 意 思 決 定 の プロ セス 


タイ 人 は 、 意 思 決 定 の プロ セス に 時 
間 を か ける 傾向 が あり ます 。 上 司 や 
先輩 の 意見 に 従う こと が 多く 、 個 人 
的 な 意見 を 吉 い に くい 場合 が あり ま 
す 。 その た め 、 会議 や ディ スカ ッ ン 
ョ ン で 十分 に 時 間 を か け 、 タ イ 人 の 
意見 を 引き 出す こと が 大 切 で す 。 


3. モ チ ベ ー シ ョ ン の 向上 


タイ 人 は 、 人 間 関 係 を 重視 する 傾向 
が あり ます 。 チ ー ム ワー ク や 協力 精 
神 を 大 切 に する こと が 求め られ ま 
す 。 笠 業 員 の モチ ベー ショ ン を 高め 
る た め に は 、 コ ミュ ニケ ーション を 
密 に し 、 彼 ら が 仕事 に 対し て や り が 
い を 感じ る よう に サポ ー ト する こと 
が 大 切 で す 。 


4. パ フォ ー マ ン ス 評 価 の 実施 


ダイ で は 、 パ フォ ー マ ン ス 評 価 が 一 
貞 的 で は あり ませ ん 。 そ の た め 、 従 
業 具 の 能力 や 業績 を 正確 に 評価 する 
こと が 重要 で す 。 パ フォ ー マ ン ス 評 
価 を 通じ て 、 従 業 員 の 能力 向上 を 促 
電 72MIGEc 寺 に 3 半 


5. 社 会 保険 の 適用 


タイ の 法律 で は 、 労 働 者 に 対し て 社 
会 保険 が 義務 付け られ て いま す 。 そ 
の た め 、 雇 用 契約 の 締結 時 に は 、 社 
会 保 了 に つい て 十分 に 説明 する 必要 
が あり ます 。 


6. コ ミュ ニケ ーション の 改善 


タイ 人 は 、 和 青 接 的 な 表現 を 避け る 傾 
向 が あり ます 。 そ の た め 、 コ ミュ ニ 
ケー ショ ン に は 注意 が 必要 で す 。 上 
司 と 部 下 の 関 係 が 強い た め 、 従 業 員 
は 上 司 の 言う こと に 従う 傾向 が あり 
ます 。 し か し 、 従 業 員 の 声 を 聞き 、 
人 彼ら が 抱え る 問題 を 理 艇 し 、 改 等 
を 提供 する こと が 、 従業 只 の 濱 足 度 
を 高め る こと に つなが り ま す 。 


7. キ ャ リア 開発 の 支援 


タイ 人 は 、 長 期 的 な 雇用 を 望む 傾向 
が あり ます 。 そのため 、 従業 員 の キ 
ャ リア 開発 の 支援 が 重要 で す 。 キャ 
リア アッ プ や スキ ル ア ッ プ の 機会 を 
提供 する こと で 、 従業 只 の モチ ベー 
ンション を 高め る こと が で きま す 。 


10. グ ロー バル マイ ンド の 育成 


タイ は 、ASEAN 語 国 の 中 で も 特に 

グロ ー バ ル 化 が 進ん で いる 国 の 一 つ 
KG その た め 、 征 業 只 に に グロ ー バ 
ル マ イ ンド を 育成 する こと が 求め ら 
れ ま す 。 海外 出張 や 海外 事業 の 展開 
な ど に 積極 的 に 参加 する こと で 、 科 
業 員 の グロ ー バ ル マ イ ンド を 高め る 
因 29』TG に 方 に 3E 


タイ 人 と の 人 事 管 理 に お ける ボイン 
ト で す 。 タ イ 人 の 文化 的 背景 を 理解 
し 、 従 業 員 の モチ ベー ショ ン を 高め 
る こと が 、 タ イ で の 人 材 マ ネジ メン 
ト の 成功 に つなが り ま す 。 


ダイ 人 と の 人 事 管 理 
に お ける ボイン ト 


タイ で 働く 従業 只 を マネ ジメント する 上 
で 、 以 下 の ボ イン ト が 重要 で す 。 


8. 労 働 時 間 や 休暇 制度 の 遵守 


1 タイ の 法律 で は 、1 週 間 あ た り の 労 
働 時 間 は 最大 48 時 間 と 定め られ て 
いま す 。 また 、 年 次 有給 休暇 は 1 年 
間 の 勤務 期間 に 応じ て 法定 の 日 数 が 
与え られ ます 。 これ ら の 制度 に 従 
い 、 従 業 員 の 労働 圭 境 を 整備 する こ 
と が 大 切 で す 。 


9. チ ー ム ビル ディ ング の 実施 


タイ 人 は 、 チ ー ム ワー ク を 重視 する 
傾向 が あり ます 。 そ の た め 、 チ ー ム 
ビル ディ ング の 実施 が 有効 で す 。 チ 
ー ム ビル ディ ング に は 、 社 外 で の ア 
クティ ビ テ ィ や チー ム 食 事 会 、 社 内 
で の 定期 的 な ミー ティ ング な ど が 含 
まれ ます 。 


タイ の ビジ ネス に お ける 
リー ダー シッ プ と 
チー ム マ ネジ メン ト の 秘訣 


1 目標 の 共有 と 明確 化 


リー ダー は 、 チ ー ム メン バー と 目標 を 共有 し 、 明 確 化す 
る こと が 重要 で す 。 チ ー ム 全体 で 同じ 方向 を 向き 、 共 通 
の 目的 に 向かっ て 働く こと が で きる よう に な り ま す 。 


2. コ ミュ ニケ ーション の 改善 


コミ ュ ニ ケー ショ ン は 、 リ ー ダ ー シ ッ プ と チー ム マ ネジ 
メン ト に と っ て 重要 な 要素 で す 。 リ ー ダ ー は 、 メ ン バ ー 
間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 促進 し 、 チ ー ム 全体 の 協力 や 
コラ ボレー ショ ン を 支援 する 必要 が あり ます 。 


3. サ ポー ト の 提供 


リー ダー は 、 チ ー ム メン バー が 仕事 を 成功 させ る た め に 
必要 な サポ ー ト を 提供 する 必要 が あり ます 。 メン バー の 
スキ ル や 時 点 を 理解 し 、 必 要 な トレ ー ニ ング や リソー ス 
を 提供 する こと が 求め られ ます 。 


4. 柔 軟 性 の 確保 


タイ の ビジ ネス に お いて は 、 ス ケ ジ ュ ー ル や プロ ジェ ク 
ト の 変更 が よく 起こ り ま す 。 リーダー は 、 こ の よう な 状 
沈 に 柔軟 に 対応 する こと が で きる よう 、 チ ー ム メン バー 
に 柔軟 性 を 求め る こと が 重要 で す 。 


5. 文 化 の 尊重 


タイ の 文化 に は 、 和 敬意 や 謙虚 さ が 重 視 さ れ て いま す 。 リ 
ー ダ ー は 、 こ の よう な 文化 的 な 価値 観 を 尊重 し 、 メ ン バ 
に も 生生 に 交 なこ と が 大 切 で す 。 ま た 、 異 な る 文化 
育 景 を 持つ メン バー が いる 場合 に は 、 相 互 理解 を 促進 す 
る こと が 重要 で す 。 


6. ポ ジテ ィ ブ な 雰囲気 の 鈴 持 


ポ ボ ポジティブ な 雰囲気 は 、 チ ー ム メン バー の モチ ベー ショ 
ン や パフ ォ ー マ ンス に 大 き な 影 響 を 与え を ます 。 リーダ ー 
は 、 楽 し いい 雰囲気 を 作り 出し 、 メ ン バ ー の 心 を 明る く 保 
つこ と が 求め られ ます 。 


7. プ レッ シャ ー を 与え 
過ぎ な い 


タダ タイ の 文化 に は 、 ス トレ 
ス や プレ ッッ シャー を 与え 
る こと が 好ま し く な いと 
いう 傾向 が あり ます 。 リ 
ー ダ ー は 、 メ ン バ ー に プ 
レッ シャ ー を か け 過 ぎ な 
いよ うに 注意 する 必要 が 
あり ます 。 代 わり に 、 チ 
ー ム メン バー が リラ ッ ク 
ス し 、 仕 事 に 取り 組み や 
すい 載 境 を 作り 出す こと 
が 車 要 で す 。 


8. チ ー ム ワー ク の 促進 


タイ の ビジ ネス に お いて 
は 、 チ ー ム ワー ク が 重要 
な 役割 を 担っ て いま す 。 
リー ダー は 、 メ ン バ ー 同 
士 が 協力 し 合い 、 お 互い 
を サポ ー ト し な が ら 仕 事 
を 進め る よう 促進 する 必 
要 が あり ます 。 ま た 、 メ 
ン バ ー の スキ ル や 経験 を 
活用 し 、 個 々 の 強み を 最 
大 限 に 生か すこ と が 大 切 
で す 。 


タイ の ビジ ネス に お ける 
リー ダー シッ プ と 
チー ム マ ネジ メン ト の 秘訣 


9. 結 果 に フォ ー カ ス す る 


ダ タイ の ビジ ネス に お いて も 、 結 果 が 重要 な 要素 と な っ て 
いま す 。 リー ダー は 、 チ ー ム メン バー に 目標 を 明確 に 
し 、 達 成す る た め に 必要 な アク ショ ン を 決定 し 、 結 果 を 
合 求 する こと が 求め られ ます 。 


まとめ : 


タイ で 働く 人 材 の マネ ジメント に つい て 概観 し まし た 。 
タイ の 労働 法 に つい て の 基礎 知識 や 、 タ イ 人 と の 人 事 管 
理 に お ける ポイ ント に つい て 説明 し まし た 。 さ ら に 、 ダ タダ 
イ の ビジ ネス に お ける リー ダー シッ プ と チー ム マ ネジ メ 
ント の 秘訣 に つい て も 解説 し まし た 。 


タイ で 働く 人 材 の マネ ジメント を 成功 させ る た め に 
は 、 以 下 の 点 が 重要 で す 。 


es タイ の 労働 法 に 精通 し て お く こ と 

s タイ 人 と の 人 事 管理 に お いて は 、 謙 虚 さ や 相手 へ の 
敬意 を 示す こと が 大 切 

s チー ム メ ン バ ー と 目標 を 共有 し 、 明 確 化す る こと 

s。 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 改 呑 や サポ ー ト の 提供 を 行う 
こと 

s 柔軟 性 を 確保 し 、 文 化 的 な 価値 観 を 尊重 する こと 

s ホホ ジ ティ ブ な 雰囲気 の 維持 

s パフ オォ オー マン ス の フィ ー ド バッ ク を 行い 、 メ ン バ ー 
の 成長 を 促す こと 


これ ら の ボイン ト を 押さ 
えて 、 タ イ で 働く 人 材 の 
マネ ジメント を 適切 に 行 
うこ と が で きれ ば 、 よ り 
効果 的 な チー ム を 作り 上 
げ る こと が で きま す 。 


タイ と 日 本 の ビジ ネ 
ス 関 係 の 未来 展望 


タイ と 日 本 の ビジ ネス 関係 は 、 両 国 の 経済 成長 と 
と も に ます ます 強固 な も の に な っ て いま す 。 日 本 
は 、 タ ダイ に と っ て の 車 妥 な 哲 易 パー トナ ー で あ 
り 、 投 資 家 で も あり ます 。 ま た 、 タ イ は 日 本 企業 
に と っ て の 有 刻 な 市 場 で あり 、 生 産 拠点 で も あり 
ます 。 


タイ と 日 本 の ビジ ネス 関係 の 


タイ と 日 本 の ビジ ネス 


今後 も 、 タ イ と 日 本 の ビジ ネス 関係 は 深まり 、 相 
互 に 利益 を も た ら す も の と な る で し ょ う 。 タイ の 
経 肖 成 長 や 政府 の 投資 施 束 に より 、 日 本 企業 が タ 

イ で ビジ ネス を 展開 する 機会 は ます ます 増え て い 


ます 。 一 方 で 、 日 本 企業 の 技術 力 や ブラ ンド カ が 


タイ 市 場 で より 誰 知 され 、 需 要 が 高まる こと も 期 
待 さ れ ま す 。 


し か し 、 ビ ジネス に お いて は 文化 や 習慣 の 違い が 


障害 と な る こと も あり ます 。 両国 の 文化 的 な 違 し 
を 理解 し 、 そ れ に 適応 する こと が 車 要 で す 。 ま 
た 、 タ イ 政 府 が 進め る 投資 施策 や 政策 に つい て 
も 、 適 切 に 把握 し 、 活 用 する こと が 重要 で す 。 


タイ と 日 本 の ビジ ネス 関係 は 、 
が 期待 され ます 。 両国 の 経済 的 な 発展 や 文化 的 な 
交流 を 促進 する こと で 、 よ り 強 固 な ビジ ネス パー 
トナ ー シ ッ プ を 築き 上 げ る こと が で きる で し ょ 
フ 。 


維 じ て 、 タ ダイ と 日 本 の ビジ ネス 関係 は 、 
ビジ ネス パー トナ ー シ ッ プ を 深め 、 相 互 の 発展 に 真 
よう 。 


今後 も 更 な る 発展 


今後 の 展 望 に つい て 


1. タ イ の 経済 成長 に よる 需要 増加 : タイ は 近 
年 経済 成長 が 著しく 、 そ の 結果 需要 が 増加 
し て いま す 。 日 本 企業 に と っ て は 、 タ イ 市 
場 が ます ます 魅力 的 な も の に な っ て いま 
す 。 日 本 企業 が タイ 市 場 で ビジ ネス を 展開 
する た め に は 、 タ イ の ビジ ネス 環境 や 文化 
を 十分 理解 し 、 適 功 な が ビジ ネス 戦略 を 立て 
る 必要 が あり ます 。 


2. タ イ 政 府 の 投資 施策 : タイ 政府 は 、 外 国 企 
業 を 引き 奇 せ る た め の 投 資 施策 を 積極 的 に 
進め て いま す 。 例 えば 、 タ イ 東 部 経済 回 廊 
や 特別 経済 ソー ン の 設 置 、 タ イ の デジ タル 
狗 肖 へ の 投資 な ど が あり ます 。 これら の 施 
束 に より 、 日 本 企業 が タイ で ビジ ネス を 展 
開 す る た め の 境 境 が 整備 され て いま す 。 


3. 文 化 的 な 交流 : タイ と 日 本 は 近隣 諾 国 で あ 
り 、 文 化 的 な 交流 が 盛ん で す 。 この 交流 は 
ビジ ネス に お いて も 重要 な 役割 を 果たし 、 
相互 理解 や 信頼 関係 の 構築 に 役立っ つて いま 
す 。 今後 も 、 両 国 の 文化 的 な 交流 が ます ま 
す 深 まる こと が 期待 され ます 。 


今後 も ます ます 強固 に な っ て いく こと が 予想 され ます 。 両国 の 
歌 する こと が 、 今後 ます ます 重要 に な っ て いく で し 


まとめ : 


「 タ ダイ に お ける ビジネ ス 成 功 の 秘訣 」 


本 記事 で は 、 タ イ に お ける ビジ ネス 成功 の た め の 秘 
訣 に つい て 解説 し まし た 。 以下 が その まとめ で す 。 


天 3 時 
タイ の ビジ ネス に お ける 交渉 術 ・ タ イ で の ビジ ネ 
タイ の ビジ ネス 文化 と マナ ー ・ タ イ の ス 交渉 に お いて は 、 相 手 に 対し て 敬意 を 払い 、 議 
ビジ ネス 文化 に は 、 親 密 な 人 間 関 係 を 歩 を 志す こと が 重要 で ある 。 ・ ビ ジネス 交渉 に お 
築く こと が 重要 で ある 。 ・ タ イ の ビジ いて は 、 相 手 の 表 情 や 態度 を 読み 取り 、 相 手 の 意 
ネス マナ ー に は 、 相 手 に 敬意 を 払い 、 図 を 正確 に 理解 する こと が 必要 で ある 。 
礼儀 正しく 接する こと が 重要 で ある 。 oe 
・ ビ ジネス に お いて は 、 タ イ 語 や 英語 和 4 昌 
に 加え 、 ビ ジネス 特有 の 表現 や 用 語 
理解 する こと が 必要 で ある 。 タイ で の ビジ ネス 成功 事例 ・ 成 功 事例 と し て 、 カ 
セッ ト テ ー プ 市 場 を 席 巻 し た タイ の ビジ ネス マン 
涯 9 童 が 挙げ られ る 。 ・ ま た 、 タ イ に 進出 し た 日 系 企業 


の 成功 事例 も 多数 存在 する 。 


タイ で の ビジ ネス 展開 の 万 法 ・ タ イ で 
ビジ ネス を 展開 する 場合 、 現 地 の パ ー た ムー 4 ピーー 
トナ ー や エー ジェ ント と 協力 する こと 人 早 
が 重要 で ある 。 ・ ビ ジネス に お いて 
は 、 タ ダイ の 文化 や 法律 に 詳し く 、 ま 
た 、 市 場 調 査 や 競合 分 析 を 行う こと が 


タイ で 働く 人 材 の マネ ジメント ・ タ イ の 労働 法 に 
は 、 労 働 者 の 権利 が 保護 され て いる 。 ・ タ イ 人 と 
の 人 事 管 理 に お いて は 、 親 密 な 人 間 関 係 を 築く こ 


必要 で ある 。 と が 重要 で ある 。 ・ リ ー ダ ー シ ッ プ や チー ム マ ネ 
ジメント に お いて は 、 コ ミュ ニケ ーション や 共通 

の 目標 設定 が 重要 で ある 。 

日 


タイ と 日 本 の ビジ ネス 関係 は 今後 も 発展 する 可能 
性 が ある 。 ・ タ イ に お ける ビジ ネス 成功 の た め に 
は 、 相 手 に 対す る 区 意 と 親密 な 人 間 関 作 を 築く こ 
と が 重要 で ある 。 
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「 タ イ に お ける ビジ ネス 成功 の 秘訣 」 柚 


電 ま NN、 


s。 ダイ の ビジ ネス を 成功 させ る た め に は 、 現 地 の 
文化 や 風習 、 ビ ジネス 環境 を 理解 する こと が 大 
切 で す 。 

* ダイ の ビジ ネス で は 、 人 間 関 作 や コミ ュ ニ ケー 
ショ ン が 重要 視 さ れ ま す 。 相手 と の 信頼 関係 を 
築く こと が 、 ビ ジネス 成功 の 鍵 と な り ま す 。 


*・ ダイ の ビジ ネス パー トナ ー を 探す 際 に は 、 信 頼 
で きる パー トナ ー を 見 つけ る こと が か が 大切 で す 。 
現地 の コン サル タン ト や ビジ ネス マッ チン グ サ 
ービス を 活用 する こと を お すす めし ます 。 

*・ タイ の ビジ ネス 環境 は 急速 に 変化 し て お り 、 デ 
ジタル 化 や イノ ベー ショ ン の 取り 入れ が 進ん で 
いま す 。 これ に 合わ せ て 、 上 自社 の ビジ ネス 戦略 
を 見 衣 す こと も 大 切 で す 。 


* ダイ で ビジ ネス を 行う 際 に は 、 労 働 法 や 人 事 管 
理 に つい て も 十分 に 理解 し て お く こ と か が 必要 で 
じ 有 

* タイ の ビジ ネス に お いて は 、 リ ラッ クス し た 態 
度 で 接する こと が 大 切 で す 。 ス トレ ス や プレ ッ 
ン ャ ー を 与え ず 、 相 手 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
を 大 切 に する こと が 成功 の ボイン ト と な り ま 
す 。 
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*。 タイ に お ける リー ダー シッ プ や チー ム マ ネジ メ 
を 大 切 に する こと が 求め られ ます 。 


s* ダイ と 日 本 の ビジ ネス 関係 に お いて は 、 今 後 も 
相互 に ビジ ネス を 発展 させ る こと が 期待 され ま 
す 。 両国 の 文化 や 風習 、 ビ ジネス 環境 を 理解 
し 、 相 互 の 信頼 関係 を 築く こと が 、 成 功 の カギ 
OO まま 。 
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* ダイ で ビジ ネス を 行う 際 に は 、 労 働 法 や 人 事 管 
理 に つい て も 十分 に 理解 し て お く こと か が 必要 で 
す 。 

* タイ の ビジ ネス に お いて は 、 リ ラッ クス し た 態 
度 で 接する こと が 大 切 で す 。 ス トレ ス や プレ ッ 
シャ ー を 与え ず 、 相 手 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
を 大 切 に する こと が 成功 の ボイン ト と な り ま 
す 。 
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